　　　　　　　　
　弁論準備手続における争点整理　の手引き
１　民事訴訟における訴訟手続
　　民事訴訟における訴訟手続きは，おおよそ次の順序で行います。

①　当事者双方が主張すべき要件事実（主要事実）の確定。引き続き，要件事実　　　　　　　の認否の確定。
②　①の事実の存否に影響する重要な間接事実の確定。引き続き，間接事実の認否の確定。

③　そのうち，争いのある事実と，争いのない事実の確定。

4 提出された書証等では確定することができず，証拠調べ（特に人証調べ）をする必要のある事実の確定。
5 証拠の整理。　
6 必要な人証等の証拠調べ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

　このうち，①から⑤までが争点整理で行われます。　　　　　
　（加藤新太郎編「民事訴訟の実務の基礎」弘文堂　より一部引用）
２　争点整理の目的

争点整理の目的は，真の争点を明らかにし，これを証明し判断するのに必要かつ適切な書証や人証を定め，証拠を整理し限定することにあります。効果的な争点整理を実現するために，裁判官が，必要に応じて認識している争点を指摘することもあります。

裁判所と当事者双方の争点に対する認識を深めることが必要ですから，みなさん冷静に，落ち着いて進めましょう。
３　実際の進め方　
（今回は、裁判所が当日渡す争点整理表をもとに進めましょう。）
(1)　①の例
裁判長    「（双方が主張すべき要件事実を確定した後に，）それでは次に，要件事実の認否の確定を行います。要件事実の一つとして，被告が，第三者に本件建物を使用収益させたことがあります。原告はこれを主張していますね？」

　原告　　　 「はい。主張します。」（または，「いいえ。」）
裁判長     「被告はこれをみとめますか？」

被告　　　 「認めます。」（または，「否定します。」）

(2)　②の例

裁判長   「（重要な間接事実を確定した後に，）それでは次に，間接事実の認否を確定します。間接事実の一つとして，加奈の居住が，第三者への転貸に当たることがあります。甲○○号証から判断すると，原告は，これを主張していますよね？」

原告　　　「はい。主張します。」（または，「いいえ。」）
裁判長    「被告はこれを認めますか？」

被告　　　「認めます。」（または，「否定します。」）
(3)　上記の，原告・被告の答え方は一例です。裁判長の質問に応じて，また，皆さんの考えに応じて，答えてください。
①，②を行いながら，③についても確定していきます。
④，➄については，今回確定・整理しきれないと思いますので，これから，裁判所からの釈明や口頭弁論を重ねる中で，進めていきましょう。
